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1 組織の概要 
（1） 名称及び代表者 

安田工業株式会社 
代表取締役 安田 拓人 
 

（2） 所在地 
本 社       岡山県浅口郡里庄町浜中1160 
第 二 工 場       岡山県浅口郡里庄町浜中1128－3 
第 三 工 場       岡山県浅口郡里庄町新庄5899 
仙台営業所       仙台市青葉区上杉5-1-1 
関東営業所       さいたま市北区土呂町1-12-2 
名古屋営業所       名古屋市東区東桜2-9-34 
長野営業所       松本市城西1-2-19 
大阪営業所       大阪市北区梅田1-3-1-1000 
 

（3） 事業の概要 
工作機械製造販売 
産業機械製造 
 

（4） 事業規模 
 本社 第二工場 第三工場 営業所 
従業員数 288名 26名 55名 32名 
延べ床面積 21,267㎡ 7,069㎡ 7,759㎡ 411㎡ 

 
（5） 事業年度 

4月～3月 
 

2 対象範囲 
登録組織名 ： 安田工業株式会社 
活動対象範囲 ： 本社工場 

第二工場 
第三工場 
本社以外の営業所（仙台、関東、名古屋、長野、大阪） 

   
  活 動 ： 工作機械の開発・設計・製造・販売・サービス 
           産業機械の製造 
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3 環境経営方針 
（1）環境理念 
 
安田工業株式会社は、地球環境を健全な状態で次世代へ引き継ぐために、ものづくりの全

ての過程において、資源エネルギーの消費、発生する廃棄物、特定化学物質の使用を削減す

ることに企業全体で努めてまいります。 
自社製品についても、高品質、高機能、高性能かつ地球環境に優しい製品を開発・提供す

ることに努め、お客様に高効率で高品位な生産を行っていただくことにより、二酸化炭素の

排出量や廃棄物の削減につなげていきます。 
常に環境への影響に配慮した「ものづくり」を推奨していくことで、社会から地域から信

頼される企業を目指していきます。 
地球環境問題を経営上の重要な課題の一つとして認識し、自らの製品・サービスを含む全

ての事業活動のあらゆる面を通じて、環境マネジメントシステムの継続的改善を図り、環境

と調和した維持可能な循環型社会を目指した活動を自主的・積極的に推進していき、社会の

発展に貢献していきます。 
 
（2）活動指針 

1. 環境関連法規制を遵守していきます 
2. 生産効率の向上と省エネルギーを推進して、二酸化炭素排出量の削減に努めます 
3. 製品品質の向上と最適な生産を推進して、廃棄物の削減に努めます 
4. 再資源化を推進して省資源に努めます 
5. 特定化学物質の使用量を把握して削減に努めます 
6. 環境を配慮した製品の開発に努め、顧客に高効率で高品位な生産を行っていただ
ける機械とソリューションを提供していきます 

7. 環境マネジメントシステムの継続的改善を行います 
8. 環境への取組みを全従業員に周知します 
9. 環境経営レポートを作成して公表します 
 
 
 

          制定日：2019年 1月 11日 
 
 

代表取締役 
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4 環境経営目標 
（1） 本社工場、第二工場、第三工場 

 
＊ 原単位：売上高 
二酸化炭素排出係数：0.677kg-CO2/kWh（中国電力 2017年調整後係数） 

・二酸化炭素排出量の原単位目標 
 2020年 

目標 
2021年 
目標 

2022年 
目標 

2023年 
目標 

2024年 
中期目標 

電力 

kg-Co2 
/億円 

66,758 66,091 65,430 64,776 64,128 

ガソリン・軽油 504 499 494 489 484 

二酸化炭素排出量 
合計 

67,262 66,590 65,924 65,265 64,612 

 
 
・廃棄物の原単位目標 
 2020年 

目標 
2021年 
目標 

2022年 
目標 

2023年 
目標 

2024年 
中期目標 

一般廃棄物 
（焼却量＋埋立量） ﾄﾝ 

/億円 

0.157 0.155 0.154 0.152 0.151 

産業廃棄物 
（焼却量＋埋立量） 

0.236 0.234 0.232 0.229 0.227 

 
 
・廃棄物の再資源化率目標 
 2020年 

目標 
2021年 
目標 

2022年 
目標 

2023年 
目標 

2024年 
中期目標 

再資源化率 % 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 

 
 
・水使用量の原単位目標 
 2020年 

目標 
2021年 
目標 

2022年 
目標 

2023年 
目標 

2024年 
中期目標 

水使用量 
㎥ 

/億円 
54.2 53.6 53.1 52.5 52.0 
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・化学物質使用量削減、自らが生産する製品の目標 
  
化学物質使用量削減については使用量の制限が自ら行えない、また自らが生産する製

品に関しては数量化し難いため目標値を設定せず、環境活動計画の中で管理し取り組ん

でいく 
 
 
（2）本社以外の営業所 
 ＊ 原単位：電力・廃棄物は営業所の人数 
    ガソリンは車を運転する人数 

二酸化炭素排出係数：0.677kg-CO2/kWh（中国電力 2017年調整後係数） 
 
・二酸化炭素排出量の原単位目標 
 2020年 

目標 
2021年 
目標 

2022年 
目標 

2023年 
目標 

2024年 
中期目標 

電力 

kg-Co2 
/人数 

1,173 1,161 1,149 1,138 1,126 

ガソリン・軽油 5,556 5,501 5,446 5,391 5,337 

二酸化炭素排出量 
合計 

6,729 6,662 6,595 6,529 6,463 

 
 
・廃棄物の原単位目標 
 2020年 

目標 
2021年 
目標 

2022年 
目標 

2023年 
目標 

2024年 
中期目標 

一般廃棄物 
（焼却量＋埋立量） 

Kg 
/人数 

54.1 53.6 53.0 52.5 52.0 

 
 
・節水の原単位の目標 
 

営業所の場合は、水道料金がオフィスの賃貸料に含まれている場合が多く、そのため

使用量を把握することが困難である。 
よって、節水の項目として目標値を持つ事が出来ないが、日々の節水は心がけている。 
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5 環境経営計画及び達成状況 
 
 
 
（1） 二酸化炭素排出量の削減 

計画 担当部署 実施時期 達成状況 
① 作業効率の向上 
・生産及び業務を改善して効率を上げる 

 
全部署 

 
中計計画 

 
〇 

② 空調 
・設定温度の徹底（夏 27℃、冬 22℃） 
 
 

 
総務、技術部 
製造部、産機

部 

 
随時 
 
 

 
〇 
 

 
③ 照明 
・不要時の消灯、部分照明 
 

 
全部署 
 

 
随時 
 

 
〇 
 

④ コンプレッサ 
・エアー漏れの処置 
 

 
製造部 

 
随時 

 
△ 

⑤ 動力 
・使用していない設備機械・生産機械の電源を

切る 
・OA機器の省エネモード設定 
 

 
機械課、組立

課 
全部署 

 
随時 
 
随時 

 
〇 
 
〇 

 
 
 
 
（2） 廃棄物排出量の削減 

計画 担当部署 実施時期 達成状況 
①不良品の削減 
・不良を削減して廃棄物を減らす 

 
技術部、製造

部 

 
業務推進

計画 

 
〇 

②分別の徹底 
・分別ボックスを設置して再資源化率を上げ

る 
・古紙のリサイクル化 

 
全部署 

 
随時 
 
随時 

 
〇 
 
〇 

5 



③コピー用紙の削減 
・裏紙利用、両面印刷 
・集約コピー 

 
全部署 
 

 
随時 
 

 
〇 
〇 

 
 
 
 
 
（3） 化学物質使用量の削減 

計画 担当部署 実施時期 達成状況 
①使用量の把握 
・使用量を把握して管理する 

 
生産技術課 

 
毎月 

 
〇 

②代替品の採用 
・代替品により化学物質使用量を減らす 

 
生産技術課 

 
随時 

 
〇 

 
 
 
 
 
（4） 製品及びサービス 

計画 担当部署 実施時期 達成状況 
①製品開発 
・高度化、高品位化、長寿命化、小型化、軽量化 
部品点数最小化を考慮 

 
技術部 

 
随時 

 
〇 
〇 

②サービス作業 
・正確かつ効率の良い作業 

 
サービス課 

 
随時 

 
〇 
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6 環境経営計画に基づき実施した取り組み内容 
（1） 実施体制 

環境委員会組織図 
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技術部 

産機製造課 

機械課 

技サ課 

海外営業課 

製品開発課 

代表者 安田社長 

板金課 

関東営業所 

仙台営業所 

名古営業所 

長野営業所 

大阪営業所 

環境管理事務局 

組立課 

生産本部 

営業本部 

総務部 
財務部 

環境委員会 

サービス課 

資材課 

経理課 

環境管理責任者 



2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
工場 6,851,368 6,834,615 6,625,889 6,526,875 7,113,663
営業所 154,530 136,799 109,386 127,411 133,010

6,851,368 6,834,615 6,625,889 6,526,875 
7,113,663 

154,530 136,799 109,386 127,411 133,010 
0 

1,000,000 
2,000,000 
3,000,000 
4,000,000 
5,000,000 
6,000,000 
7,000,000 
8,000,000 

工場 営業所

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
実績 5.4 8.7 9.2 11.4 11.0

5.4 

8.7 9.2 

11.4 11.0 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

実績

7 環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価（総量）と次年度の取り組

み 
 
（1）二酸化炭素総排出量 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2022年度は前年度と比較して操業度が高かったため、二酸化炭素の総排出量は増大した。
今後は生産機械や設備機械の電源入切の管理などの運用面によりCO2排出量の削減に努め
ていく。 
 
（2）一般廃棄物（焼却ごみ＋埋立ゴミ）総排出量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前年度より減少しているが、今後は更に分別を徹底して排出量削減に取り組んでいく。 

kg-CO2 
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
実績 38.5 46.6 40.2 43.2 33.1

38.5 

46.6 

40.2 
43.2 

33.1 

0.0
5.0

10.0
15.0
20.0
25.0
30.0
35.0
40.0
45.0
50.0

実績

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
実績 8,232 7,788 6,721 6,897 6,234

8,232 
7,788 

6,721 6,897 
6,234 

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

実績

（3）産業廃棄物（焼却ごみ＋埋立ゴミ）総排出量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前年度より減少しているが、今後は更に分別を徹底して排出量削減に取り組んでいく。 
 
 
（4）水使用量の総量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
操業度により増減はあるが、安定した使用量であると判断している。今後も継続していく。 
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2011年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
実績 63,336 40,782 38,614 42,203 45,326 42,597
目標 68,628 67,942 67,263 66,590 65,924

63,336 

40,782 38,614 
42,203 

45,326 
42,597 

68,628 67,942 67,263 66,590 65,924 

30,000
35,000
40,000
45,000
50,000
55,000
60,000
65,000
70,000
75,000

実績 目標

8 環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価（原単位）と次年度の取り

組み 
（1）売上高 

営業所の人数（電力使用量と廃棄物排出量） 
車を運転する人数（ガソリン使用量） 

 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 

電力・廃棄物 営業所の人数 27 31 26 31 32 

ガソリン 車を運転する人数 23 27 22 26 28 

 

（2）二酸化炭素排出量の原単位実績 
二酸化炭素排出係数：0.677kg-CO2/kWh（中国電力 2017年調整後係数） 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
CO2 総排出量は増大したが、原単位評価では改善されている。今後は生産機械や設備機械
の電源入切の管理などの運用面により排出量の削減に努めていく。 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
売上高 168 177 157 144 167

0

50

100

150

200***

***

***

***

億円 

**** **** **** **** 

kg-CO2/億円 

10 

**** 



2009年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
実績 0.175 0.032 0.049 0.059 0.079 0.066
目標 0.160 0.158 0.157 0.155 0.154

0.175 

0.032 
0.049 

0.059 
0.079 

0.066 

0.160 0.158 0.157 0.155 
0.154 

0.000
0.020
0.040
0.060
0.080
0.100
0.120
0.140
0.160
0.180
0.200

実績 目標

2009年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
実績 0.264 0.229 0.263 0.230 0.238 0.198
目標 0.241 0.239 0.236 0.234 0.232

0.264 

0.229 

0.263 
0.230 0.238 

0.198 

0.241 0.239 0.236 0.234 0.232 

0.000

0.050

0.100

0.150

0.200

0.250

0.300

実績 目標

（3）一般廃棄物（焼却ごみ＋埋立ゴミ）排出量の原単位実績 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
分別を徹底して焼却ごみの総量削減に努めていく。 
 
（4）産業廃棄物（焼却ごみ＋埋立ゴミ）排出量の原単位実績 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
分別を徹底して産業廃棄物（焼却ごみと埋立ゴミ）の総量削減に努めていく。 
 
 
 

トン/億円 

トン/億円 
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2011年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
実績 93.5 93.4 92.5 93.4 92.0 93.8
目標 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0

93.5 93.4 

92.5 

93.4 

92.0 

93.8 

95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 

90.5
91.0
91.5
92.0
92.5
93.0
93.5
94.0
94.5
95.0
95.5

実績 目標

2009年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
実績 138 49.3 43.5 42.8 47.9 37.3
目標 126.1 124.8 54.2 53.6 53.1

138 

49.3 43.5 42.8 

47.9 
37.3 

126.1 124.8 

54.2 53.6 53.1 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

実績 目標

（5）再資源化率の実績 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
排出総量は増えたが、再資源化できない焼却ごみと埋立ゴミの排出量が減少したために数

値が改善された。今後も分別の徹底をして取り組んでいく。 
 
（6）水使用量の原単位実績 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2019年度実績を基に目標を上方修正した。無駄な使用を抑えて使用量削減に取り組んでい
く。 
 

％ 

㎥/億円 
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2014年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
実績 7,147 5,603 5,799 4,863 4,110 4,649
目標 6,866 6,797 6,729 6,662 6,595

7,147 

5,603 

5,799 
4,863 

4,110 
4,649 

6,866 6,797 6,729 6,662 
6,595 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

実績 目標

2015年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
実績 56.9 46.1 39.5 53.4 41.4 51.3
目標 55.2 54.7 54.1 53.6 53.0

56.9 

46.1 
39.5 53.4 41.4 

51.3 

55.2 54.7 54.1 53.6 53.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

実績 目標

（7）営業所の二酸化炭素排出量の原単位実績 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
営業活動が一昨年以上にできるようになり、車の燃料使用量が前年度より多くなった。今後

はエコドライブと節電に取り組んでいく。 
 
（8）営業所の廃棄物排出量の原単位実績 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サービスで発生した廃棄物を持ち帰ったためと、一部のサービスカーの積載物を処分した

ために排出量が増大した。今後も排出量削減に取り組んでいく。 

kg-CO2/人数 

kg/人数 
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環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価結果、並びに違反、訴訟などの有無 

 
法規制等の名称 要求事項 遵守評価結果 

廃棄物処理法 ・収集運搬・処理業者の許可の確認、契約 

・保管場所の掲示、飛散・浸透防止、衛生管理 

・マニフェストの交付・管理 

・産業廃棄物管理票交付等状況報告 

 

適合 

PRTR法 ・化学物質使用量の把握 適合 

エネルギー使用合理化に関する

法律 

・エネルギー使用量の把握・管理、省エネ 

・管理標準の整備 

・定期報告書・中長期計画書の提出 

 

適合 

消防法 ・消防設備、施設の点検 適合 

岡山県環境への負荷低減に関す

る条例 

・温室効果ガス排出削減報告書等の提出 適合 

フロン排出抑制法 ・機器の点検 

・漏洩防止の措置、修理しないままの充填禁止 

・点検等の履歴の保存 

 

適合 

騒音規制法 ・特定施設設置届出・使用届出の提出 

・規制基準の遵守 

適合 

振動規制法 ・特定施設設置届出・使用届出の提出 

・規制基準の遵守 

適合 

労働安全衛生法 ・化学物質のリスクアセスメントの実施 適合 

 
上記表中の環境関連法規制等を遵守しています。尚、違反及び訴訟等はありません。 
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9 代表者による全体の評価と見直し・指示 
2023.2.14 

代表取締役 安田 拓人 
 

 日本工作機械工業会が発表した2022年度の受注総額は 1兆 7596億と史上 2番目に高い
数値となった。世界的な半導体市場の拡大に伴う半導体製造装置関連の需要が堅調であっ

たことに加え、中国を中心に本格化した EV関連の設備投資が受注を押し上げた。当社にお
いても同じく前年度より操業度が高い一年となった。 
 
 二酸化炭素排出量について、総排出量は増大したが原単位評価では前年度より改善され

ている。総排出量増大の原因について調査して対策を打つ必要がある。2022年度はハード
面の省エネを行っておらず運用面だけで省エネに取り組んだが、その結果を分析して二酸

化炭素排出量削減に繋げていきたい。 
 
 一般廃棄物と産業廃棄物の排出量については絶対量が減少しており、原単位評価と再資

源化率に関しても改善されている。これは分別の徹底が実績となって表れたと思われる。今

後も適正な分別を実施することで廃棄物の削減に取り組んでいきたい。 
 
 水使用量については2020年度から目標値を上方修正しており、その目標も達成している。
多少の増減はあるが、この状況を継続していきたい。 
 
 各営業所においても二酸化炭素排出量と廃棄物排出量ともに目標を達成しているが、一

部の営業所においてサービスで発生する廃棄物を持ち帰って処分したことから排出量が増

大している。今後は廃棄物分別の徹底による排出量の削減と節電及びエコドライブの励行

による二酸化炭素排出量の削減に取り組んでいく。また社用車更新時にはエネルギー負荷

の小さい車の選定を推奨していく。 
 
 実施体制である環境委員会の構成の変更は必要ない。但し異動等による人員の交代は適

宜行う。 
 持続可能な循環型社会の構築及び地域社会に貢献していくために、また会社の社会的責

任を果たすこと、地域社会からの信頼を継続して得られることを目的に、今後も全事業活動

を通じて環境活動を推進していく。 
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